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はじめに 

私は中学１年生からレスリングを始めた。そのき

っかけは、親が知り合いからこのスポーツの存在

を聞 き 、 連 れて行 かれたからで ある。最 初 は 、

嫌々やっていたことをよく覚えている。それから２ヵ

月後に初めての試合があり、この試合で勝ったこ

とで、私はレスリングにのめり込むこととなった。そ

の後のレスリングは、自ら打ち込むようになり、勝

つための研究をするようになった。レスリングを始

めてから１０年がたったが、今でも研究⇔練習を

繰り返し、今では世界で勝つために努力の日々

を送っている。そこで本研究では、自分が世界で

勝つために、また日本が世界で勝つために、世界

でどのようなレスリングがされているのかを研究し、

分析していこうと思う。 

 

第１章 レスリング概要 

レスリングは、人類最古のスポーツであると考え

られている。この頃からレスリングは、素手で行なう

格闘技とされ、二人の選手がお互いに技を用い

て相手を組み伏せ両肩を地面に押し付けようと競

いあう競技として始まった。紀元前７０８年の第一

回古代オリンピックの競技種目でもあり、その後、

１８９６年の第１回アテネ大会からオリンピック競技

となる。現在も男子（フリースタイル・グレコローマ

ンスタイル）、女子が行なわれている。以下で、日

本レスリングの歴史（男子・女子）、レスリングの基

本・スタイルと特徴・ルール・勝敗決定の評価につ

いてまとめた。 

 

第２章 研究方法 

【調査対象】 

２００７年９月１９～２１日にアゼルバイジャンのバ

クーで開催された世界選手権―男子フリースタイ

ル―参加国７５ヶ国、５５ｋｇ級、６０ｋｇ級、６６ｋｇ級、

７４ｋｇ級、８４ｋｇ級、９６ｋｇ級、１２０ｋｇ級の７階級、

選手３００名、全３４０試合を対象に行なった。 

【調査方法】 

世界選手権を録画したＤＶＤを用いて、試合の

記録用紙を独自に作成し、１試合ごとにポイントを

獲得した技の種類、ポイントの大きさ、内容を調

査した。その結果を階級ごとにまとめ、分析を行な

った。 

以下で、技の種類・技とポイントの関係につい

てまとめた。 

 

第３章 結果・分析 

２００７年度の世界選手権、男子フリースタイル、

５５ｋｇ級から１２０ｋｇの３４０試合。ポイントを獲得し

た種類は３１種類、回数は１５５７回という結果であ

った。全階級で共通していたことは、タックルでポ

イントを多く獲得していること、場外でのポイントや、

がぶりバックのポイントが多いということである。タッ

クルは両足タックル、片足タックル、ハイクラッチの

３つが中心となってポイントを獲得し、その中で片

足タックルが多く獲得という結果であった。場外は、

押出しと上記の３つのタックルのポイントがあり、押

出しでのポイントと、タックルでは片足タックルが多

いという結果となった。そして、がぶりバックは組み

手を使って相手のバランスを崩す、または相手が

タックルなど入ってきたところを切ってバックを取っ

ていた。これらから言えることは、がぶりバックやタ



ックルでポイントを取りにいっているということと、場

外に出してポイントを得ようとする選手が多い傾向

にある。どちらにおいても片足タックルが用いられ

ていて、片足タックルが重要なポイントであった。 

 

まとめ 

私自身が考えていた世界のレスリングと実際の

世界のレスリングは一致している部分もあるが、勝

つために必要なことはタックルで取ることが重要な

ポイントであった。これからの日本が世界で勝つた

めには、これが必要であり、常に攻撃し続けること

が大切である。そのためには、試合で出せるように

練習の中から研究し、取り組む必要があるだろう。 

 

 

 

 


